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（２）事業リスク評価の精度向上に向けた取組み
 標準的なリスク項目を設定 ➡ リスクの想定漏れを防ぐ ⇒[参考１]
 前提条件、考え方を明記 ➡ 説明責任を向上
 評価基準を検証・見直し ➡ 市民のわかりやすさを向上 ⇒[参考２]

・「事業費の増加率」で金額的影響度を評価 など

淀川左岸線（2期）や阪急連立等において、土壌汚染、地盤変状、地中障害物など、当初想定していな
かった『地質・地盤（地中）リスク』 により大幅な事業費が増加

（１）リスクを把握・管理する基準を整理
 地質（地中）リスクなどに係る考え方

・国の基準に準じた調査や専門技術者の参画 等
 事業リスク評価の実施（いつから、どこで、何を）

・本市負担300億円以上の事業をリスク評価の対象とし、事業着手前に「建設事業評価有識者会議」でチェックを行う

「大阪市リスク管理ガイドライン」の策定について「大阪市リスク管理ガイドライン」の策定について
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[参考１] 標準的なリスク項目[参考１] 標準的なリスク項目

※個々の事業の特性に応じて追加・変更・削除すること 2



[参考２] リスク管理表における各項目ごとの評価基準（目安）[参考２] リスク管理表における各項目ごとの評価基準（目安）

①金額的影響度の目安 ②発生確率の目安

③リスク基準の目安

高 3 4 5

中 2 3 4

低 1 2 3

低 中 高
発生確率

金
額
的
影
響
度

増加率（事業費）

10％以上

5～10％未満

0～5％未満

評価

高

中

低

類似事業10事業中
5事業以上で発生
類似事業10事業中
2～4事業で発生
類似事業10事業中
0～1事業で発生

発生確率

高 50％以上

中 20～50％未満

低 0～20％未満

評価 発生確率
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